
研究発表
蘆田 誠人



背景
ソフトウェア開発の世界では定量的にプロジェクトを管理
することが必要不可欠

定量的に管理するため，ソフトウェア開発データから測定

従来は相関分析，回帰分析，etc.
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背景
相関分析
ある事象Ａ（説明変数）と事象Ｂ（目的変数）の相関を求める

説明変数

目的変数

3



背景
相関分析
時間のズレには対応できない

説明変数

目的変数

4



背景
遅延相関分析
時間のズレに対応できる相関分析

説明変数

目的変数
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目的
遅延相関分析以外にも，時間的順序関係に基づいた時
系列データの解析はある

それらの手法と比較して，遅延相関分析を評価する
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比較するポイント
 単回帰分析
決定係数から相関係数を抽出可能

 相関分析

通常の相関係数で比較

 時系列モデル

相互相関関数で比較（？）
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比較するポイント（問題点）
相関分析

時間の遅延がない場合の相関係数を求める

遅延相関分析

時間の遅延がある場合の相関分析を求める

単純に相関係数を比較するのはNG
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今後の課題
遅延相関分析と従来の手法の比較できるポイントを探す

プログラム実装

実験・評価方法の決定
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